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1． 神経膠腫 Grade III，15 例の腫瘍組織を用い，WAVE核酸フラグメント解析システムで 1p LOHを評価し，
化学療法反応性との関係，パラフィン切片での組織学的に olgodendroglial componentの有無との関係を検
討した。さらに，MIB-1 免疫染色で腫瘍増殖能，p53 染色で変異体 p53 の頻度を検討した。
2． 神経膠腫 Grade III，Grade IV 25 例の腫瘍組織に対し，1p LOH，MIB-1 染色，p53 染色に加え 19q LOH，
0lig2 免疫染色を行い，治療反応性，生存率との関係を検討した。
（結果）
1． Grade III腫瘍の中で，1p LOHのある症例が有意に化学療法反応性が高いことが示された。しかし 1p 
LOHの有無と生存率には相関は認めなかった。化学療法反応良好例は不良例に比べて有意に生存期間が
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　1p LOHあるいは 19q LOHのある悪性神経膠腫は放射線や化学療法への反応性が良好であった。0lig2 免疫
染色は astrocytoma系腫瘍と oligodendroglioma系腫瘍の判別に有用であるが，悪性神経膠腫全体の治療反応
性，生存率を予測する因子ではなかった。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は，難治性の脳腫瘍である悪性神経膠腫について，治療反応性のマーカーを，LOH解析ならびに
Olig2 免疫染色などの腫瘍の形質に求めて検討したものであり，1p LOHあるいは 19q LOHを認める腫瘍は，
認めないものと比較して治療反応性が良いことを見いだした。本研究は難治性脳腫瘍の治療に対する臨床的
意義の深いものであり，今後のさらなる研究の発展が期待される。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
